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図書館内の「おすすめの本の木」に 

たくさんの実（おすすめの本）を実らせてください。 

「いいね」シールも用意しています。 

「この本いいね！」と思った付箋に貼ってください。 

 

あなたのおすすめの１冊が、他の誰かの大事な１冊になるかも。 

鈴木まもる氏講演会！！ 
 

も開催予定！ 

 

講演テーマ「絵本と鳥の巣の不思議－鳥の巣が教えてくれること」 
 

秋の読書週間事業 “なじらね？この本” 
 

鳥の巣はどうやっ

てみつけるの？ 

日 時：平成２５年１０月１３日（日） 

会 場：白根学習館ラスペックホール 

時 間：午後２時から午後３時３０分 

        （午後１時３０分開場） 

参加費：無料 

定 員：先着２００名（３歳以上） 

申込先：新潟市役所コールセンター 

      Tel ０２５－２４３－４８９４ 

（午前８時から午後９時まで受付） 

 

まだまだ参加者募集中！！ 

 

持っている中で１番

大きい鳥の巣は？ 

 

 

ペーパークッションと折り紙で 

簡単に鳥の巣が作れちゃう！ 

日時：１０月１３日（日） 

時間：午後４時から午後４時３０分 

対象：小学生以下 

申込み不要 



 

 

 

 

                                  

 ◆『はてしない物語』◆ 

ミヒャエル・エンデ/著  （岩波書店） 

   ネバーエンディングストーリーの原作本。 

   物語の中に出てくる本と同じ装丁になっていて、 

   本の世界に入りやすい。映画と小説は違う。 

 

 ◆『大草原の「小さな家の料理の本」 

～ローラ・インガルス一家の物語から～』◆ 

バーバラ・M・ウォーカー/文 （文化出版局） 

   子どものときに読んだ。作り方などが具体的に書 

かれている。自給自足は、実際に生活するには大変 

そうだが、読んでいる分には楽しそう。 

 

 ◆『科学と科学者のはなし 

～寺田寅彦エッセイ集～』◆ 

寺田寅彦/著 （岩波少年文庫） 

「科学」のタイトルがついていながら、科学とは 

関係ないような話ばかりがでてくる。「災害（天災）

は忘れた頃にやってくる」は、寅彦の言葉とされる。   

寅彦は、物理学者でありながら、随筆家であり、

俳人でもあった。夏目漱石の最古参に位置する弟子。 

 

◆『動物農場』◆ 

ジョージ･オーウェル/著 （角川書店） 

  支配する者と支配されるもの。権力批判。 

権力の寓話。「実りの秋」という意味で推薦。 

 

 ◆『大空の死』◆ 

    アガサ・クリスティ/著 （創元推理文庫） 

   飛行機内で殺人が起きる話。機内に必ず犯人が 

いる。探偵ポワロがこの条件の中でどう解決するか。 

 

 

 

 

 

 

 ◆『93 番目のキミ』◆ 

山田悠介/著 （文芸社） 

   本を読むきっかけとなった作者の本。 

   ホラー小説家だが、たまに感動作も書く。友情も

のに近い…？ハッピーエンドといえば、ハッピーエ

ンド。バットエンドといえば、バットエンド。 

 

 ◆「先祖の話」◆ 

柳田國男/著 『柳田國男全集１５』他 

卒論の時の引用に使用した本。一般の人が行う先

祖供養の行事などを扱った民俗学的資料。若い世代

には、少々読みにくいかもしれないが、ルビや注釈

も付いているので、ぜひ読んで欲しい。 

 

 ◆『胎児の世界』◆ 

    三木成夫/著 （中央公論社） 

 胎児のレントゲンを見ると、まるで地球の進化の 

ステップをみているよう。へその緒を通して母体が 

赤ちゃんに与える影響は、精神的なものにまで及ぶ 

のではないか…妊婦さんにはあまりストレスを与え 

ないように！ 

 

◆『伊勢神宮 日本人のこころのふるさと』◆ 

KanKan/写真 （楽学ブックス） 

   今年は式年遷宮の年であるので、読むなら今しか 

ない！と思い選んだ。カラー写真なので、見やすい。 

 

そのほかにもたくさん紹介されました！ 

◆『白い犬とワルツを』◆ ◆『土』◆ 

 ◆『挨拶はたいへんだ 合本』◆ 

◆『つぎはぎプラネット』◆ ◆『蕪村春秋』◆ 

                    などなど。 

                      

NO.155  

9 月 15 日(日) 

参加者 ４名 

月の読書会 

今回は初参加（大歓迎！！）のメンバーも交えて、 

バラエティ豊かな本が紹介されました。 

読書会は好きな本を持ち寄っておしゃべりする、午後のお茶会のような集まりです。 

10 月 20 日(日) 午後 2 時～ 

会場 白根学習館ルーム 3 

「こんな本で夜更かししよう」 10 月の読書テーマ 

申し込みはいりません。気軽に本の話をしましょう。おいしいお茶とお菓子

を用意してお待ちしています。             白根図書館友の会共催 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

    涼しくなって、過ごしやすい気候になってきました。 

そんな今の時期に、外に出てどんぐりを探したくなる一冊です。 

 絵本の主人公は、こならどんぐりのこならぼうや。地面に落ちたときに

帽子をなくしてしまいました。そこで、帽子を探しにころころ転がってい

ると、他のどんぐりの帽子を見つけます。かぶってみると、やっぱりなん

だかしっくりきません。他のどんぐりたちもどんどん仲間に加わって、一

緒にころころ転がりながら、こならぼうやの帽子を探しにいきます。 

 絵本を楽しみながら、いろいろな種類のどんぐりのそれぞれの特徴を知

ることが出来ますよ。                   （加藤） 

土門 拳／著 

小学館 

 

土門拳（1909-1990）が同時代の作家や画家など著名人を撮った写真

集。睨んでいたり目をそらしていたり、表情は様々だが、写すほうも写さ

れるほうも傑物、カメラをはさんでの真剣勝負である。「個性」「その人ら

しさ」という言葉がむなしくなるほど、一人一人強烈だ。土門拳は「肖像

写真は一つの人間像でなければならない。その人間の過去と現在をまざま

ざと物語る、いわば自叙伝でなければならない。」と書いている。どの頁の

風貌にも心揺さぶられる。 

撮影のエピソードはことかかない。撮影後、梅原龍三郎は怒り心頭に発

し、椅子を床になげつけたとか。写真に添えられた土門拳の文章が、また

武骨で、彼のしぶとさ、強引さが表れていておもしろい。    （村山） 

 

 
 

10/ 12(ルーム4・5) 10:00～ 

10/26(創作活動室2) 10:00～ 

おはなしかご例会 

 第２、第４週土曜日 

※白根図書館で活動しているボラ

ンティアグループの勉強会です。 

10/4(金)  10/11(金)  10/18(金)   

10/25(金) 11/1(金) 11/6(水) 

白根図書館休館日  毎週金曜日・毎月第一水曜日 

 
 

絵本のよみかたり 14:10～ 

ｽﾄｰﾘｰﾃﾘﾝｸﾞ    14:30～ 

おはなしのじかん 

    毎週土曜日 

11 月の 

ブックスタートは 

７日(木)です。 

9 月の来館者数…… 15,773 人     

 

読書会(ルーム 3) 14:00～ 

10 月 20 日（日） 

白根図書館 11/7 までの行事   

八百板 洋子／ぶん 

高森 登志夫／え 

福音館書店 

10/13 白根図書館文化講演会 

講師：鈴木まもる氏 

「絵本と鳥の巣の不思議 

―鳥の巣が教えてくれること」 

 

『堀部安兵衛と新潟県ゆかりの人物』 
『鈴木まもる氏の本』 

講演会もいよいよ今月になりました。 

お気に入りの本をみつけてね！ 

堀部安兵衛が南区ゆかりの偉人であることを知って

いましたか？公民館の事業に先立ち図書館資料を展

示します！そのほかの新潟県ゆかりの人物も！！ 

 

＜公民館連携掲示＞ 



初心者向け読み聞かせ講習 ～あなたも絵本の読み聞かせをしてみませんか？～ 

図書館、保育園、学校などで読み聞かせボランティアの活動をしてみたい方は、ぜひご参加ください！ 

★第一回：10月9日（水）   ★第二回：10月16日（水）   ★第三回：10月22日（火） 

★第四回：10月29日（火）  ★第五回：11月13日（水） 

【時間】 第一回から第四回・・・午後2時～3時半  第五回・・・午前10時～11時半 

【講師】 月潟図書館 司書 

【申込み・お問い合わせ】 月潟図書館まで。 申込み〆切は、10月5日（土）です。 

 

星空観望会 秋編  10月12日（土） 午後6時半～8時半 
昨年に引き続き、今年も「星空観望会」を開催します。親子で秋の星座を観察しませんか？ 

会場：月潟図書館前 駐車場  ※雨天の場合は館内でスライド上映を行います。 

講師：小千田節男 氏（ＮＰＯ法人みかわ天文台 台長） 

申込み：申込書または電話で、月潟図書館へお申し込みください。 

定員：35人（先着順） 

 
月潟図書館講演会  11月17日（日） 午後2時～3時半 
会場：月潟図書館 視聴覚室 

講師：登石弘淑 氏（南区老人クラブ連合会副会長） 

演題：「人生を豊かにするヒント」 

詳しい内容は、次号の図書館だよりやチラシ等でお知らせします。 

 

月潟図書館だより 
２０１３年 １０月 

  

編集・発行 新潟市立月潟図書館 

〒950-1304 新潟市南区月潟1417番地   電話：025-375-3001  
 

 

 

  

 

 

  

   

  

 

 

   

 

  

 

月潟図書館 １０月のカレンダー 休館日 

10月2日（水）、7日（月）、14日（月）、15日（火）、

21日（月）、28日（月） 

開館時間 

火曜～金曜 ： 午前10時～午後7時   

土曜～日曜 ： 午前10時～午後5時 

秋の行事予定 ごあんない




